














1.はじめに 

 我々のグループでは、従来より各種の生体情報を計測することにより作業者の情報処理

活動における内部状態を推定する研究を行ってきた。すなわち、計算機端末における作業

者の心拍間隔・皮膚温の計測や動作解析等を行ってきた。これらの生体情報計測は従来個

人に対して行われてきたが、本年度からは多人数の集団を対象にして計測することを目的

とし、システムの開発・整備を進めている。多人数の生体情報を計測する方法としては以

下の 2つを検討している。 

 (1)サーモグラフィによるリモートセンシング 

   遠隔より集団の温度分布画像を測定し皮膚温や体動を計測する。 

 (2)小型心電計による心拍計測 

   軽量・小型の心電計を製作し、観客一人一人に装着する。 


